
〈
研

究

論

文

７

〉

ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
テ
ィ
ー
ク
と
北
欧
ロ
マ
ン
テ
ィ
ー
ク

に
お
け
る
自
然
有
機
体
論
の
差
異

―
―
神
話
理
解
に
お
け
る
「
予
感
」
・
「
憧
憬
」
・
「
矛
盾
」
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
―
―

中
　
里
　
　
　

巧

０Ｑ

″

１

．

ド

イ

ツ

ロ

マ

ン

テ

ィ

ー

ク

に

お

け

る

神

話

理

解

に

つ

い

て

―
―
初
期
シ
ェ
リ
ン
グ
―
―

シ

ェ

リ

ン

グ

は

一

七

九

三

年

に

、

『

神

話

に

つ

い

て

』

（

Ｕ
ｅ
ｂ
ｅ
ｒ

　
Ｍ

ｙ

ｔ
ｈ
ｅ
ｎ

，

ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ

　
Ｓ
ａ
ｇ

ｅ
ｎ

　
ｕ
ｎ

ｄ

　
Ｐ

ｈ

ｉ
ｌｏ

ｓ
ｏ
ｐ

ｈ
ｅ
ｍ

ｅ

　
ｄ
ｅ
ｒ

　
ａ
ｌ
ｔ

ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ

　
Ｗ

ｅ
ｌ
ｔ
）

に

お

い

て

、

神

話

に

つ

い

て

取

り

上

げ

て

、

「

あ

ら

ゆ

る

民

族

の

最

古

の

知

識

は

、

神
話
を
も
っ
て
始
ま
る
」
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ａ
ｌ
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
　
Ｕ
ｒ
ｋ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
　
Ｖ
ｏ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ
　
ｂ
ｅ
ｇ
ｉ
-

ｎ

ｎ
ｅ
ｎ

 
m
i

ｔ
　

Ｍ

ｙ

ｔ
ｈ

ｌｏ
ｇ

ｉ
ｅ

）
　

と

言

っ

て

、

「

口

頭

伝

承

」

・
「

歴

史

」

・
「

伝

統

」

・

「

想

像

力

」

（

Ｐ

ｈ
ａ
ｎ

ｔ
ａ
ｓ
ｉ
ｅ

）

と

い

っ

た

言

葉

を

使

い

な

が

ら

、

神

話

に

つ

い

て

説

明

し

て

い

る

。

こ

う

し

た

初

期

シ

ェ

リ

ン

グ

に

よ

る

神

話

概

念

の

は

じ

め

に

本
論
文

は
、
ド
イ
ツ

ロ
マ
ン
テ
ィ
ー

ク
と
北
欧

ロ
マ
ン
テ
ィ
ー

ク
に
お
け

る
神

話
理
解
を
比

較
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

ロ
マ
ン
テ
ィ
ー

ク
思
想

に

お
け

る
主
要

概
念

を
提
示

し
、
お
の
お
の
の
ロ

マ
ン
テ
ィ
ー

ク
思
想

に
お
け

る
自
然
有

機
体
論
の
同
質
性
と
差
異
を
、
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

ド

イ

ツ
ロ
マ
ン
テ
ィ
ー

ク
と
北
欧

ロ
マ
ン
テ

ィ
ー

ク
に
お
け
る
自
然
有
機
体
論

を
め
ぐ
る
同
質
性

は
、
「
予
感
」
概
念

に
よ

っ
て

有
機
的
自

然
を
希

求
し
て

い
る
こ
と
で

あ
り

、
差
異
は
、
ド
イ
ツ

ロ
マ
ン
テ
ィ
ー

ク
が
思
弁
性
を
基
調

に
し
て

い
る
の
に
対

し
て

、
北
欧

ロ
マ
ン
テ
ィ
ー

ク
が
土
着
性
を
基
調

に
し

て

い
る
こ
と
で

あ
る
。



特

徴

は

、

哲

学

に

お
け

る

思

索

の

根

源

を

神

話

に
求

め

て

い

る
こ

と

で

あ

り

、

神

話

が

土

着

性

と

不

可

分

で

あ

っ
て

、

自

然

と

一
体

で

あ

っ
た
原

初

の

人

々

が

、

全

存

在

を

か

け

て

、

感

性

を

最

大

限

用

い

て

、

神

話

を
担

っ

た
と

い
う

主

張

で

あ

る
。

シ

ェ
リ

ン
グ

に
よ

る
こ

う

し

た

神

話

理

解

を

支

え

て

い

る
の

は

、
感

性

に

対

す

る

積

極

的

評

価

で

あ

っ
て

、

シ

ェ
リ

ン
グ

は
、

思

考

と
感

性

と

い

っ

た

二

分

法

を

破

っ
て

、

思

考

よ

り

も

感

性

が

優

位

す

る
と

考

え
て

、

人

間

精

神

の

最

根

源

的

基

層

に
感

性

の

働

き

を

、

見

て

取

っ

た
の

で

あ

る
。

神

話

理

解

に

お

い
て

感

性

を

積

極

的

に
評

価

し

た
の

は

、

シ
ェ

リ

ン

グ
以

外

に

は

ノ
ヴ

ァ
ー

リ

ス
で

あ

る

。

―
―
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
―
―

『
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
=
フ
ォ
ン
=
オ
フ
タ
ー
デ
ィ
ン
ゲ
ン
』
（
Ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ

ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｏ
ｆ
ｔｅ
ｒ
ｄ
ｉｎ
ｇ
ｅ
ｎ
）

の

う

ち

、

テ

ィ

ー

ク

に

よ

っ
て

編

纂

さ

れ

た
第

二

部

継
続
に
関
す
る
遺
稿
で
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
は
、
北
欧
・
イ
ン
ド
・
ア
メ
リ

カ

・

ギ
リ

シ
ア
な

ど
様

々
な

民

族

の

神

話

を

、

同

等

に

並

べ

立
て

て

、

こ
れ

ら

を

「

メ

ル

ヒ

ェ

ン

世

界

」
（
Ｍ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
w
ｅ
ｌｔ
）

と

い
う

言

葉

で

、

呼

ん

で

い

る
。

ノ

ヴ

ァ

ー

リ

ス

の
場

合

神

話

は

、

メ
ル

ヒ

ェ
ン

に

変

容
し

て

、
そ

こ

に

お

い
て

相
対

立

す

る

二

つ
の

諸

事

物

が

結

合

す

る
場

な

の

で

あ

る
。

こ

う

し

た
理

解

の
背

景

に

は
、

ノ
ヴ

ァ

ー
リ

ス

の
ソ

フ

ィ

ー

体

験

が

あ

る
。

婚

約

者

ソ

フ

ィ

ー
の

病

死

以

後

、

落

胆

し

た

ノ

ヴ

ァ

ー

リ

ス

は

、
ソ

フ

ィ

ー

の
墓

の

か

た

わ
ら

に

た

た
ず

ん
で

い

る
の

が

つ
ね

で

あ

っ
た

が

、

一
七

九
七

年

五

月

一
三

日

の

夕

方

突

如

眼

前

に
ソ

フ

ィ

ー

が

あ

ら

わ

れ

た

の

で

あ

っ

た
。

「
…
あ
っ
と
い
う
間
の
出
来
事
だ
っ
た
、
ソ
フ
ィ
ー
が
近
く
に
い
る
の
を
感

じ

る

こ

と

が

で
き

た

。
ソ

フ

ィ
ー

は

絶

え

ず

あ

ら

わ
れ

て

い

る

に
ち

が

い
な

い
と
思
っ
た
…
」
と
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
は
書
い
て
い
る
。
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の

関

心

は

、

生

き

て

い

る
自

分

と

死

ん

だ

ソ

フ

ィ
ー

と

の
出

会

い
で

あ

り

、

此

岸

と

彼

岸

と

の

差

異

を
消

失

さ

せ

る

こ

と

で

あ

り

、

そ

う

し

た
こ

と

を

永
遠

に
可

能

に

す

る
場

を

見
出

す

こ

と

な

の

で

あ

っ
た

。

そ

う

し

た
場

が

、

ノ

ヴ

ァ

ー

リ

ス

に

と

っ
て

メ
ル

ヒ

ェ

ン
な

の

で

あ

る

が

、

ノ

ヴ

ァ

ー
リ

ス
に

お

い

て

メ

ル

ヒ

ェ

ン

は

、

さ

ら

に

「

ロ

マ

ン

テ

ィ

ー

ク
」
（
Ｒ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
ｔ
ｉｋ
）

と

言

い
換

え

ら

れ

て

い

る

の
で

あ

り

、

神

話

概

念

は

、

メ
ル

ヒ

ェ

ン
と

い

う

言
葉

を

経

由

し

て

ロ
マ

ン

テ

ィ
ー

ク
概

念

に

接

続

す

る

の

で
あ

る
。

Ｒ
・
ウ
ッ
ル
マ
ン
ら
に
し
た
が
え
ば
Ｒ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
ｔ
ｉ
ｋ
／
Ｒ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
ｔ
ｉ
ｋ
ｅ
ｒ
と
い

う

言
葉

は

、

ノ

ヴ

ァ

ー

リ

ス
が

考

案

し

て

、

は

じ

め
て

本

質

的

意

味

を
与

え

た

の

で

あ

る

。

ロ

マ

ン
テ

ィ

ー

ク
概

念

の

本

質

的

意
味

が

ノ
ヴ

ァ
ー

リ

ス

に

お

い

て
形

成

さ

れ

た

の

は
、

一
七

九

四
－

九

七

年

に

お
け

る
自

然

研

究

期

で

あ

っ
て

、
「
哲

学

は

根
源

的

に

感

情

（
Ｇ
ｅ
ｆｕ
ｈ
ｌ
）

で

あ

る
」

と

、

書

い

て

い

る

。

こ

の

場

合

感

情

と

は
、
「
予

感

」
（
Ａ
ｈ
ｎ
ｕ
ｎ
ｇ
）

の

こ

と

で

あ

り

、

予

感

は

自

然

に

関

す

る

真

理
認

識

で

あ

り

、

他

者

性

を

認

識
す

る
行

為

で

あ

る

。

―
―
ヤ
コ
ー
ビ
―
―

こ

う

し

た

ノ
ヴ

ァ
ー

リ

ス

に
よ

る

予

感

概

念

を

理

論

的

に
補

足

す

る
最

良

な

も

の

は

、

ヤ

コ

ー

ビ

の

著

作

『
ヤ

コ

ー

ビ

か

ら

フ

ィ

ヒ
テ

へ

の

書

簡
』

（
Ｊ
ａ
ｃｏ
ｂ
ｉ
　ａ
ｎ
　
Ｆ
ｉｃ
ｈ
ｔｅ
）

で
あ

る

。

ヤ

コ

ー

ビ

は

書

い

て

い

る
。
「
私

は
、

真

な

る

も

の

を

知

識

の

前

と
外

に
あ

る

何

も

の

か
、

と

し

て
理

解

す

る

…
理

性

異差の論体機有然自るけおにクーイテンマ卩欧北とクーイテンマ卩ツイド
１

｛
９



に
よ
っ
て

人
間
に
与
え
ら
れ
る
の
は
、
真
な
る
も
の
を
知
的

に
体
系
化
す
る

能
力
で

は
な
く
て
、
真
な
る
も
の

に
つ
い
て
無
知
で
あ
る
と

い
う
感
情
と
意

識
、
す
な
わ
ち
、
真
な
る
も
の

に
つ
い
て
の
予
感
で
あ
る
・：
真
な

る
も
の
を

提
示
す
る
こ
と
は
、
ひ
と
つ
の
脅
迫
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
言

い
換
え
れ
ば
、

予

感

の

な

か

に
の

み

浮

遊

し

て

あ

ら

わ

れ

る

真

な

る

も

の

を
対

象

と
し

て

あ

（
９
）

る

い
は

認

識

衝

動

の

究

極

の
意

図

と

し

て

考

察

す

る
こ

と

で

あ

る
」
。

要

す

る

に
予

感

と

は
、

述

語

化

不

可

能

な

真

な

る
も

の

と

の
不

可
避

的

か

か

お
り

の

こ

と

な

の

で

あ

り

、

こ

れ

は

、
Ａ
ｎ
ｎ
ｕ
ｎ
ｇ

の

語

源

が

、

方

向

・

接

近

・
接

触

を

意

味

す

る
古

高

ド
イ

ツ
語

前

置

詞

お

よ

び

副

詞

Ｑ
呂

で

あ

り

、

中

高

ド
イ

ツ
語

動

詞

ａ
ｎ
ｅ
ｎ

が

、
ｖ
ｅ
ｚ
　ａ
ｎ
ｅ
ｔ
　
m
iｒ〈

（
何

か

不

可

解

な

も

の

が

自

分

に

お
そ

い

か

か

っ
て

く

る
）

と

表

現

さ

れ

た
こ

と

か
ら

も

。

（
1
0）

理

解

で

き

る
の

で

あ

る
。

－

ま

と

め
Ｉ

結

局

、

ド
イ

ツ

ロ

マ

ン
テ

ィ

ー

ク

に

お
け

る
神

話

理

解

は

、

全

体
と

し

て

の

自

然

を

無

差

別

に
有

機

的

に

一
挙

に
把

握

し

よ

う
と

す

る
試

み

だ

っ
た

の

で

あ

り

、

全

体

と

し

て

の

自
然

把

握

に
比

重

が

か

か

っ

た

た

め

に

、

日

常

の

経

験

を

超

え
て

、

逆

に

有

機

的
自

然

に
対

し

て

他
者

と

し

て

か

か

お

る

こ

と

と

な

っ

た

の
で

あ

る

。

こ

の

よ

う
・
に

、
有

機

的

自

然

を

希

求

す

れ

ば

す

る

ほ

ど

、

そ

の

欠
乏

感

に
責

め

さ

い

な

み

、

そ

う
し

た

欠
乏

感

が

さ

ら

に
有

機

的

自

然

を

希

求

す

る

と

い

う

、

ま

さ

に

欠

乏
感

に

よ

っ
て

か

ろ

う

じ

て

有

機

的

自

然

と

か

か

お

る

こ

と

を

表

明

す

る

言
葉

が
、

ド

イ

ツ

ロ

マ

ン
テ

ィ
ー

ク
に

お

け

る

「

憧
憬

」
（
Ｓ
ｅ
ｈ
ｎ
ｓ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
）
と

い

う

言
葉

な

の
で

あ

っ
た

。

２
・

北
欧

ロ
マ
ン
テ

ィ
ー
ク
に
お
け
る
神
話
理
解

－

ス
テ

ィ
フ
ェ
ン
ス
ー

北
欧

ロ
マ
ン
テ

ィ
ー
ク
は
狭
義
に
は
、
一

八
〇
二
年
一
一
月
一
一
日
－

一

八
〇
三
年
初
頭

コ
ペ
ン
（

Ｉ

ゲ
ン
の
エ
上

ブ
ー
ス

リ
コ
レ
ー
ギ
ウ

ム
で
Ｈ
・

ス
テ

ィ
フ
ェ
ン
ス
が
お
こ

な
っ
た
哲
学
講
義
を
も
っ
て

始
ま

る
。
ス
テ
ィ
フ

ェ
ン
ス
は
、

ス
タ
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
生
ま
れ
の
デ
ン
マ
ー
ク
人
で
あ
り
、
一
七
九

八
－

一

八
〇
二
年
初
夏
イ

ェ
ナ
留
学
期
に
ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
派
と
接
触
し
て

、

み
ず

か
ら
イ

エ
ナ
サ
ー
ク
ル
の
一
員
と
な
り
、
終
生

シ
ェ
リ
ン
グ
の
盟
友
と

な

っ
た
。

ス
テ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
み
ら
れ
る
北

欧
ロ
マ
ン
テ
ィ
ー
ク
の
主
要
概

念

は
、
両
極
性
・

個
別
・
予
感
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
両
極
性
は
、
ド
イ

ツ

ロ
マ
ン
テ

ィ
ー
ク
か
ら

の
踏
襲
で

あ
り
、
予

感
は
、
北

欧
ロ
マ
ン
テ
ィ
ー

ク
独
特
な
も

の
に
変

容
さ
れ
て
お
り
、
個
別

は
、
ス
テ
ィ
フ
ェ
ン
ス

に
よ
っ

て

ロ
マ
ン
テ
ィ
ー
ク
思
想
に
は
じ
め
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
ド
イ

ツ
ロ
マ
ン
テ
ィ
ー

ク
と
北

欧

ロ
マ
ン
テ

ィ
ー
ク
と
の
こ
う
し
た
差
異

は
、
そ

れ

ぞ
れ
の
神
話
理
解
の
違
い
か
ら
生
じ
た
の
で
あ

っ
た
。

興
味
深

い
の
は
、

ス
テ
ィ

フ
ェ
ン
ス
に
神
話
の
重
要
性
を
教
え
た
の
が
、

ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
だ
と

い
う
こ
と
で

あ
る
。
両
者

は
、
と
も

に
自
然
研

究
者
で

あ
り
鉱
物
学
者
で

あ

っ
て
、

フ
ラ
イ

ベ
ル
ク
で
会

っ
た
。

ス
テ
ィ
フ
ェ
ン
ス

は
、
自
然
有
機
体
論
と

い
う
共
通
の
関
心
を
と
お
し
て

。４

有
機
的
自
然
を
神

話

世
界
と
重
ね
合
わ
せ
て
理
解
す
る
仕
方

を
、

ノ
ヴ
ァ
ー
リ

ス
か
ら
学
ん
だ

（
1
1）

の
で
あ

っ
た
。

ｎ

ｚ

・

Ｑ
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エ
ー
ラ
ー
ス
=
コ
レ
ー
ギ
ウ
ム
に
お
け
る
ス
テ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
哲
学
講
義

は

、
九

つ

の

講
義

か

ら

な

り

、

第

一

講

義

「
導

入

」
・
第

二

～

六

講

義

「
自

然

哲
学

」
・

第

七

～

八

講
義

「
歴

史

哲

学
」
・

第

九

講

義

「
芸

術

哲

学
」

で

あ

る

。

ス

テ

ィ

フ

ェ

ン

ス

の

主

張

は

、
「
北

欧

の

原

民

族
」
（
ｄｅ
　ｎ
ｏ
ｒ
ｄ
ｉｓ
ｋ
ｅ

Ｕ
ｒ
ｆ
ｏ
ｌ
ｋ
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
北
欧
神
話
世
界
に
ひ
と
つ
の
理
想
郷
を
見

て

、
予

感

を

駆

使

し

て

実

際

に

そ

の

理

想

郷

を

体

現

す

る

こ

と

で

あ

っ
た

。

ス

テ

ィ

フ

ェ

ン
ス

が

見

た

理

想

郷

と

は

、

故

郷

と

い
う

具

体

的

環

境

に

根

ざ

し

た
有

機

的

自

然

で

あ

り

、

外

な

る

自

然

と

人

間

の

営

み

と

が

完

全

に
調

和

し

た

姿

な

の

で

あ

っ
た

。

―
―
ラ
グ
ナ
ロ
ク
神
話
―
―

ス

テ

ィ

フ

ェ

ン
ス

の

理
念

は

、

デ

ン

マ
ー

ク

ロ

マ
ン

派

の

う

ち

Ａ

・
Ｇ

・

エ
ー
レ
ン
ス
レ
ー
ァ
や
Ｎ
・
Ｆ
・
ｓ
・
グ
ル
ン
ト
ヴ
ィ
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ

て

い

っ
た

が

、

こ

う

し

た

人

々

は

、

決

定

的

な

難

問

に

突

き

当

た

っ
た

。

そ

れ

は

、

は

た
し

て

北

欧

神

話

と

キ

リ

ス
ト

教

の

融

合

が

可

能

か

、

と

い

う

点

だ

っ
た

。

北

欧

神

話

世

界

を

実

際

に

具

体

的

環

境

の
う

ち

に
体

現

す

る

以

上

、

過

去

の

宗

教

で

あ

る
北

欧

神

話

を

現

存

す

る
宗

教

で

あ

る

キ
リ

ス
ト

教

と

融

合

さ

せ

る

こ

と

は

、

不

可

避

で

あ

っ
た

。

し

か
し

な

が

ら

、

キ
リ

ス
ト

教

が

、

イ

エ

ス
の

死

と

復

活

に

よ

っ
て

象

徴

さ

れ

る
よ

う

に
、

神

に
よ

る
人

間

の

救

済

や

神

と

人

間

と

の

和

解

を

主

張

す

る

の

に

た

い
し

て

、

北

欧

神

話

は

、

ラ

グ

ナ

ロ

ク
神

話

に

象

徴

さ

れ

る

よ

う

に

、

人

間

を

含

め

た

一
切

の

絶

滅

を

主

張

す

る

。

こ

う

し

た

キ
リ

ス
ト

教

と

北

欧

神

話

と

の
融

合

は
、

デ

ン

マ
ー

ク

ロ

マ

ン
派

に
と

っ
て

は

、

著

し

く

困

難

な

の

で

あ

っ

た
。

ラ
グ
ナ
ロ
ク
神
話
は
、
『
エ
ッ
グ
』
（
E
d
d
a
）
の
う
ち
主
と
し
て
『
巫
女

予

言

』

（
Ｖ
ｏ
ｌｏ
ｓ
ｐ
ａ
）

や

『
ギ

ュ

ル

ヴ

ィ

の

惑

わ

し

』
（
Ｇ
ｙ
ｌｆ
ａ
ｇ
ｉｎ
ｎ
ｉｎ
ｇ
）

に

伝
承
さ
れ
て
い
る
。
原
初
の
巨
人

ユ
ミ
ル
が
、
ア
ー
ス
神
族
の
祖
と
巨
人
族

の
祖
を
産
み
、
ア
ー
ス
神
族

の
祖

は
、

ユ
ミ
ル
を
殺
す
と
と
も

に
人
間
を
作

っ
た
。
ア
ー
ス
神
族
は
、
善

の
形
象
で
あ
り
、
巨
人
族
は
、
悪

の
形
象
で
あ

る
。
最
終
戦
争
に
お
い
て

ア
ー
ス
神
族
と
巨
人
族
は
、
世
界
と
と
も

に
刺
し

違
え
て
滅
び
て
行
く
。
こ

こ
で

注
意
す

べ
き
な
の
は
、
人
類
の
創
始
者
で
あ

り
庇
護
者
で
あ
る
ア
ー
ス
神

族
が
、
巨
人
の

血
を
ひ
い
て
い
る
に
も

か
か
わ

ら
ず
、
ユ
ミ
ル
を
殺
し
て

い
る
こ
と
で
あ

る
。

総
じ
て
巨
人
は
、
北
欧
の
厳
し

い
自
然
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
季

節

に
夏
と
冬
が
あ
る
よ
う
に
、
自
然

に
は
、
人
間
を
生
み
育
む
側
面
と
人
間

を
無
残

に
も
死
に
追

い
や
る
側
面
が

あ
る
。
ひ
と
た
び
産
み
出

さ
れ

た
人
間

は
、
死

に
追

い
や
ろ
う
と
す
る
自
然

を
克
服
す
ぺ
く
、
戦
わ
な
け

れ
ば
な
ら

な

い
。
し

か
し
、
自
然
と
戦
い
克
服

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
然
が
人
間
の

母
胎
で
あ

る
以
上
、
人
間
自
身
に
も
破
滅
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
こ

の

よ

う
に
し
て
自
然
も
人
間
も
一
切

が
と
も
に
滅
び
る
と
い
う
の
が
、
ラ
グ
ナ

ロ
ク
神
話

な
の
で
あ

る
。

こ
こ

に
あ

る
の

は
、
生
き
る
と
い
う
営
み

に
お
け

る
絶
望
的
矛
盾
な
の
で

あ

る
。
人
間

は
、
生
存
を
賭
け
て

果
敢
に
闘

争
し

た
は
て
に
、
死

に
飲
み
込

ま
れ

る
。
北

欧
神
話

に
お
い
て
戦
っ
て

負
け

る
こ
と
、
死
ぬ
こ
と
は
、
恥
で

は

な
い
。
恥

な
の

は
、
戦
い
か
ら
逃
走
す

る
こ
と
で
あ
り
、
死
に
背
を
向
け

る
こ
と
な

の
で
あ

る
。
北
欧
神
話
は
、
生
存
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
も
っ
て

異差の論体機有然自るけおにクーイテンマ口欧北とク一イテンマ卩ツイド
Ｑ

り

Ｑ

Ｑ



い
る
絶
望
的
矛
盾

を
、
積
極
的

に
受
容
す

る
よ

う
に
古
代
北

欧
人

に
説
き

、

生
存
に
か

か
お
る
生
死
の
問
題
を
可
能
な
限
り
先
鋭
化
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、

過
酷
な
自
然
環
境

に
生
き

る
古
代
北
欧
人
の
知
恵
と
な

っ
た
の
で

あ
る
。

３

．

結
　

語

ド
イ
ツ

ロ
マ
ン
テ

ィ
ー
ク
と
北
欧

ロ
マ
ン
テ

ィ
ー
ク
に
お
け

る
神
話
理
解

を
比
較
す
る
と
、

ド
イ
ツ

ロ
マ
ン
テ
ィ
ー

ク
に
お

い
て

は
有
機
的
自
然
の
欠

乏

感
、
デ

ン
マ
ー

ク
ロ
マ
ン
テ
ィ
ー
ク
に
お
い
て

は
具
体
的
自
然
環
境
に
根

づ
い
た
生
活
経
験

に
も
と
づ
く
絶
望
的
矛
盾
の
困
難
さ
が
、
き
わ
だ

っ
て

い

る
。ド

イ

ツ

ロ
マ
ン
テ
ィ
ー

ク
に
お
け

る
欠
乏
感

は
、
ド
イ
ツ
地
域
に
お
い
て

キ

リ
ス
ト
教
化
以

後
神
話
そ
の
も

の
が
払
拭

さ
れ
て
喪
失

し
て

し
ま
っ
た
こ

と

に
、
起
因
し
て

い
る
だ
ろ

う
。
神
話

は
、
故
郷

に
密
着
し
て

長
い
と
き

を

へ
て
し

だ
い
に
醸

成
さ
れ
る
も

の
で
あ

る
。
後

期
ド
イ

ツ

ロ
マ

ン
派
の
神

秘

主
義
的
傾

向
は
、
故
郷
喪
失
と

い
う
事
態

に
お
い
て
故

郷
を
希
求
す
る
典
型

的

な
あ
ら

わ
れ

な
の
で

あ
っ
た
。

北
欧

ロ
マ
ン
テ

ィ
ー
ク
に
お
け

る
絶
望

的
矛
盾

は
、
故
郷
に
す

ぐ
れ
て

土

着
化
し

た
北
欧
神

話
の
呪
縛

の
底
深
さ
を
示
し
て

い
る
だ
ろ
う
。
問
題

な
の

は
、
神
話

が
総
じ
て
も

っ
て

い
る
運
命
論

の
呪
縛

を
、

い
か
に
断

ち
切

る
か
、

こ
れ
に
尽
き
て

い
る
。

ド
イ
ツ

ロ
マ
ン
テ

ィ
ー
ク
に
お
け
る
神
秘
的
傾
向

は
、
以
後

、
思
弁
の
道

を
歩
む
こ
と

に
な

る
。
ま

た
、
北
欧

ロ
マ
ン
テ

ィ
ー
ク
に
お
け

る
運
命
論
の

呪

縛
は
、
以

後
、
無
関
心
に
対
す
る
情
熱
と

い
う
態
度
を
、
人
々
に
植
え
つ

け
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
テ

ィ
ー

ク
に
お
け

る
思
弁
の
道
は
、

真

に
故
郷

を
見
出

し
た
と
き

、
は
じ

め
て
完
了
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、

北

欧
ロ
マ
ン
テ
ィ
ー
ク
に
お
け
る
無
関
心
に
た
い
す
る
情
熱
と

い
う
怜
悧
な

態

度
は
、
運

命
論
の
呪

縛
を
解

い
た
と
き
、
は
じ
め
て
克
服

さ
れ
る
こ
と
に

な

る
の
で

あ
っ
た
。
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